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Millenarism inThailandhasfounditsexpressioninthereligiousmovements

inspiredby"phibun"orや̀humibunH.Inmoderntimes,itdevelopedintopeasant

revoltsin1902whichwerefollowed,atleast,twominor"revoltsHin1924and1959.

Allofthese"Phibun"movementsoccurredintheNortheast.Typologically,''phi

bun"sharesmanycommontraitswithmillenarianmovementsinotherpartofthe

world. Itstopographicalconcentration intheNortheastmaybeexplainedbythe

factthatthepeasantsofthisreglOnhavel〕eensufferingfrom aperennialpoverty

causedbylow andunstableproductivityinrice-cultivationintheregion. L'Nam

mon"OrsacredwaterritualinpopularBuddhism,combinedwiththebeliefof

"futureBuddhaHand/orthe"idealkingH,hasprovidedanideologicalframeworkin

which L̀phibun"religiousmovementswereformulated. Theexistenceofpopular

Buddhisticbeliefinsuchaform as"phibunHmaybeexploitedbysomepolitical

forceswhichaim tothreatenthenationalintegrityofThailand.

は じ め に

被抑圧階層に蓄積された現状-の不満が,政治的手段によって充足される見通しを欠く場合,

それは時として,千年王国論的イデオロギーを背景として出現するカリスマ的指導者の指導の

下に,狂熱的なエネルギーの噴出となってあらわれることがある｡ 近世の初め,北 ドイツのミ

ユソスターで発生した再洗礼派の千年王国運動などほその古典的事例のひとつに数えられてい

る｡ 千年王国運動 (millenarianmovements)は,もと,ユダヤ-キ リス ト教の黙示文学の系

譜をひく宗教運動なので,直接 ･間接に,ユダヤ教,キリス ト教,あるいはイスラム教の影響

のおよんだ地域に多 く発生している.1) たしかに,仏教やヒソドゥ教のように, r世界を不断

*京都大学東南アジア研究センタ-

1)ホブズボ-ムは,SocialBandit& PrimitiveRebelsの初版 (1959)および再版 (1963)において,
古典的な千年王国運動が,｢ユダヤ-キリスト教の宣教の及んだ諸国においてのみ｣(only,orpracti-
callyonly,incountriesaffectedbyJudeo-Christianpropaganda)起こっているように思われる,

と書いたが,第3版 (1971)では,この見解を改め,｢ヒソドゥ教や仏教のような宗教は,千年王国論
的期待についての異なった合理化を編み出している｣(Hobsbawm:1971,57)と述べている｡
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の流れ,循環運動の連鎖,あるいは永遠に静止し続けるものとみなす宗教的伝統のなかで,千

年王国論的イデオロギ-を構築することは困難｣2)と考えられよう｡ とくに, 合理主義的自力

救済を強調する南方上座部仏教の教理は,千年王国諭とは一見無線の存在であるかのように思

われる｡ しかし,南方上座部仏教においても,正統教理の一部に存在する未来仏思想が,民間

信仰と結合して,独得な千年王国論を生み出す可能性は存在する｡ 伝統的な呪術師 (weikza)

信仰が,｢ミロク仏｣ないし ｢転輪聖王｣信仰と合体して,｢千年王国諭的仏教｣(Millenarian

Buddhism) とでも呼ぶべき特異な宗教を生み出したビルマがその一例である｡3) タイにおけ

る ｢千年王国論的仏教｣は,これまで学者の関心をほとんどひかなかった｡すくなくとも,仏

教研究者の側からはまったく無視されてきたといっても言い過ぎではないであろう｡ しかし,

最近の歴史研究は,タイにおいてもまた,今世紀の初頭,その鎮圧に軍隊の出動を必要とした

ほどの反乱が,千年王国運動のよそおいをとって発生した事実を教えている｡

この事件について言及した最初の学者は,当時,内務大臣としてその鎮圧の最高責任を負う

地位にあったタイの歴史家ダムロン親王 (PrinceDamrongRachanuphap)であった｡親王

は,正史に現われない歴史上の事件についての覚え書きをまとめた 『ニタ-ソ･ボーランナカ

ディ(昔語り)』(1944)のなかで,1902年, 東北タイで発生した ｢ピー･ブンの反乱｣の経緯

を語っている04)東北タイ研究家 トゥ-ム･サン-ッサティツト(Toem Sanghatsathit)は,

その後, 『メコン河の右岸』(1956)を書き,そのなかでこの宗教的反乱をさらに詳細に論じ

た｡5)

｢ピー･ブソの反乱｣に学的考察を加えた最初の学者は,歴史学者テット･ブソナ-ク (Tej

Bunnag)であろう｡ チットが1967年,タイ語で発表した小帯 ｢ラタナコーシソ暦121年の東北

タイにおけるプ一･ミ-･ブソ (エビ- ･ブン)の反乱｣は,タイにおける千年王国運動を取

り扱った最初の論文である｡6) チットは,その翌年,オクスフォ- ド大学に提出したかれの学

位論文のなかでも ｢ピー ･ブソの反乱｣に触れ,この反乱と相前後して北タイ,および南タイ

で発生した反政府暴動とともに,この事件を,バンコク政府の行政中央集権化に反発した辺境

諸民族の反体制運動ととらえた｡7) テットのこれら二第の論文は,いずれも一次史料を駆使し

ての優れた実証研究であり,今後の研究の出発点となるものである｡

1902年に発生した東北タイの ｢ピー ･ブソの反乱｣について見るかぎり,チットの問題提起

は適切であり,その主張は説得的である｡ しかし,タイの千年王国運動は,この年に起こった

2)Hobsbawm(1963:57-58)
3)Spiro(1970:162-164)

4)Damrong(1962:42ト427)
5)Toem(1956:2211244)C.i.Toem(1970:559-587)
6)Tej(1967:78-86)
7)Tej(1968:272-273)
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rピ- ･ブソの反乱｣につきるものではない｡王朝年代記の中にも,アユタヤ王朝滅亡後の困

乱に乗じて,おそらく千年王国諭的イデオロギーを背景に成立したと推定される短期的な地方

政権の記事が見えているし,近くは1959年に,チュラロンコソ大帝の生まれ代 りと自称する ｢ピ

ー ･ブン｣ が出現して, 警察と衝突して死者を出す事件が発生している｡(後述参照)それゆ

え,テットの取り上げた ｢ラタナコーシソ暦121年のプ- ･ミ- ･ブソの反乱｣ もまた,世界

の諸地域において見られる千年王国運動の視点から見直され,その特殊タイ的な特徴が明らか

にされなければならないであろう｡ タイ国の千年王国諭的宗教運動について,今日われわれが

利用できる資料はきわめて限定されている｡ こうした状況は今後の研究の深化によって改めら

れなければならないが,幸いその徴候は,すでに現われかけているoB) 春稿は,そのような将

来の研究-の足がかりを得る目的をもって,仏教的文脈の中で発生した千年王国運動の性格を

解明しようとするひとつの試みである｡

Ⅰ 千年王国論運動の諸特徴

｢その日には,この恩難の後,日は暗くなり,月はその光を放つことをやめ,星は空から落ち,天

体は揺り動かされるであろう｡そのとき,大いなる力と栄光とをもって,人の子が雲に乗って来る

のを,人々は見るであろう｡ (マルコによる福音書13:24-26)

｢また見ていると--イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた人々の霊がそこにお

り,また獣をもその像をも拝まず,その刻印を額や手に受けることしなかった人 が々いた｡彼らは

生きかえって,キリストと共に千年の問,文配した｡｣ (ヨ-ネの黙示録20:4-5)

"MillenarianHあるいは "Chiliastic"という語は,聖書的な文脈において, r天から雲に

乗って｣来臨した ｢人の子｣イエス ･キ1)ス トが,復活した聖徒たちとともに統治する至福の

一千年 (millenium)を意味したが,現在では,その特殊聖書的な限定の枠を越えて,ひろく

類型諭的に,全面的かつ究極的な集団的救済が,この1勘こ,すぐにも起こるべきことを待望す

る宗教運動を特徴づける形容詞として用いられている｡9)

千年王国諭運動 (millenarianmovements)は,なんらかの形で存在する現状-の不満を動

因として発生する｡ それはたとえば農村社会-の近代資本主義の侵入によって貧困化した農民

(イタリアのラザレッティ運動),圧制と飢餓に苦しむ都市下層民 (ミュソスターの再洗礼派),

白人支配に対する社会的 ･経済的不満を抱く未開民族 (メラネシアの｢カーゴ･カル ト｣)など

の間で発生する｡ 運動の担い手に着目するならば,千年王国論運動は, ｢圧迫された階層の宗

教｣(thereligionsoftheoppressed:Lanternari)ということができよう｡

千年王国論者の狂熱的期待は,目前の苦しみからの解放である｡ しかし,かれらほ改良主義

8)たとえばワシントン大学の社会人類学者 CharksF.KEY(Sは,東北タイの宗教運動について研究を
進めている｡
9)Talmon(1968:349)
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●●●●●●
者ではない｡現状がよりよくなることは,かれらに満足を与えない｡かれらが求めるのは,覗

存する一切の秩序の崩壊であり,まったく新しい,完全な世界,善そのもの,至福の世界の究

極的実現である｡

千年王国運動のひとつの特徴は,こうした願わしい新秩序を実現する具体的手段についての

認識がきわめて漠然としたものでしかない点にある｡10)このことは,千年王国論の信奉者たち

浴, しばしば政治的に未組織であり, 政治過程から疎外されている状況と無関係ではない｡

かれらは,自らの苦しみや,ー解放-の欲求を表出し,これを効果的に伝達するための制度的手

段を欠いている｡ 千年王国運動が, ｢本質的に前政治的現象J(essentiallyapre-political

phenomenon)と言われるのもこのためである｡11) もちろん,千年王国運動のなかには,変革

を志向する合理的行動の欠落した,より 用屯粋な｣ものから,たとえば,シシリ-島のファッ

シの例のように,同じく伝統的な千年王国運動の装いを示しながら,指導者と近代的イデオロ

ギーとプログラムを備えている点で,近代的革命運動により近いものにいたるまで,さまざま

な変種が存在している｡ しかしその理想型を立てるならば,革命のプログラムをもたないこと

が,千年王国運動のひとつの特徴に数えられよう｡ ホブズボームは言う｡ ｢(かれらは)革命
●●●●●

の担い手ではない｡--千年王国運動-の参加者は--･(革命が)ひとりでに起こるのを期待
●●●●

する｡ 神よりの啓示によって,天上よりの告知によって,奇蹟によって,それが何となく起こ

るのを期待するのである｡(傍点筆者)｣かれらほ,ただ r集まる｣のである｡ 備えを為すので

ある｡ 来るべき審きの徴を見守るのである｡ 偉大な口の到来を予言者の叫びに耳を傾けるので

ある｡ そして,おそらくは,審判と変化の瞬間に向かって,なんらかの儀礼的手段を講ずるの

である｡ あるいは,悪にまみれたこの世の垢塵を洗い流し,きらめく無垢の世界-と参入する

ことが許されるようわれとわが身を浄めることである.｣12)

しかし,千年王国論者の行動様式が,このようにすぐれて宗教的であることは,かれらの強

い期待と関心とが,地上的であることをなんら妨げるものではない｡事実, r千年王国論者は
●●●

将来の千年王国のことなど気にかけてはいない｡彼にとって重要なことは,千年王国がこの世
● ●●
にあり,現在存在することである｡｣(傍点筆者)'3) ｢雲 に乗って来臨する人の子｣は,永遠の

国をこの地上にもたらすのである｡,この点は,十分に注意される必要があろう｡ なぜなら,千

年王国運動のかかる地上的性格は,この運動と地上の権力との対決を必至のものとし,やがて

権力の弾圧をひきおこして,崩壊と消減を招く結果を生み出すからである｡ その意味において,

ミュソスターに立て寵った再洗礼派の悲劇的結末は,はなはだ示唆的であるといえよう｡

最後に,千年王国諭運動を特徴づけるイデオロギーのパターンと,運動の指導者について-

10)Hobsbawm (1971:57-58)

ll)Talmon(1962:138)

12)Hobsbawm (1971:58)

13)Mannheim/#* (1971･･226)
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言しておく必要があろう｡14) 多 くの千年王国運動は, ｢メシア的｣である｡ つまり,救済は,

神的なものと人間的なものを仲介する ｢仲保者｣によってもたらされる｡ そのもっとも著名な

事例は,ナザレのイエス ･キ リス トであろう｡ 中世のヨーロッパでは,眠れる王がその永遠の

眠 りから目覚めて,民衆を救 うというモチ-フが見られた｡未開社会においては,権力の手に

かかって死んだ指導者とか,ある場合には多数の祖霊がメシアとなって出現するという例もあ

る｡ 千年王国運動には,また,超能力を神より与えられたと自称するカリスマ的指導者がしば

しば重要な役割を演ずるのも特徴的である｡

さて,以上にのべた千年王国運動の諸特徴は,仏教の優勢なタイにおいて発生した千年王国

運動のなかで,どのような形で発現しているだろうか｡次節では,1902年に,東北タイ一帯に

猫軟をきわめた,いわゆる ｢ピー ･ブソ｣のうち,最大の反乱に発展した ｢オング･マンの反

乱｣の具体的検討を通 じて,タイの千年王国運動の諸特徴を検討しよう｡

ⅠⅠ ｢オング ･マンの反乱｣- ｢ピ- ･ブン｣の-事例- 15)

ラタナコ-シソ暦119年 (1900/01), 東北タイのメコソ河沿岸地方一帯に, 大異変の到来を

予言した一片の貝菓 (laithaeng)をめぐる噂がひろまった｡ その貝葉の出所や作者などほい

っさい不明であるが,各種の資料を総合してみると,およそつぎのような内容をもっていたも

のと考えられる｡ すなわち, 『ラタナコ-シソ暦120年3月あるいは4月 (1902年2月あるい

は3月)16)に,大異変 (phetphai)が起こる｡ その時,金銀はすべて砂傑となり, この地方に

多いラテライ ト中の砂硬が補注)金銀に変わる｡ 豚と奇形の角をもつ白子の水牛が鬼(yak)となり,

人を捕えて食べる｡ とうがんやかぼちゃが,象や馬になる｡ すると, ｢クーオ ･タンミカラー

ト｣が現われて, この世に君臨する｡ この異変の現われたとき, 災を逃れようと願 う者は,

貝葉に書かれた予言の内容を,人々に宣べ伝えなければならない｡罪のない者は砂利を集めて

｢クーオ ･タンミカラー ト｣の来臨を待つがよい｡この世に現われた ｢正義の王｣は,人々の

集めた砂利をことごとく金銀に変えるだろう｡ 罪に汚れた者は, 僧を招いて ｢ナンモソ (聖

水)｣の儀礼を行ない,罪を洗い浄めよ｡ 死を怖れる者は,その日の来る前に, 豚や水牛を殺

し,それ らが鬼となって人々を食 うのを未然に防止せよ｡ 若い娘たちや,未婚の女たちは,鬼

に食われぬ うちに,いそいで結婚せよ｡｣云々｡

こうした噂について,当時の地方役人たちは,愚かな農民の迷信として取り合わず,遠から

ず消滅するものと考えて放置しておいた｡ダムロン内相は,のちに当時を回想して, ｢私自身

もそ う思っていた｣と述懐 している｡17)ところが,こうした政府関係者の楽観的予想に反し,

14)Talmon(1962:133-134),Talmon(1968:351-352)

15)本節の内容は,主として Toem(1970),Damrong(1962)および Tej(1967)にしたがう｡
16)Tej(1967:78)による｡ダムロンおよびトゥームは,いずれも陰暦6月としている｡
17)Damrong(1962:422)
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異変発生の予言を録した貝葉をめぐる噂はますますひろがり,イサ-ソ州のみならず,ウドン

州,ナコソラーチャシ-マ-州など,東北タイの全域に拡大する形勢を示した｡そして,予言

された時が近づくと,各地において不穏な動きが現われ始めた｡たとえば,セーラブームから

ほ,住民たちが,すでに豚を殺す準備をととのえ,しきりと砂磯を集めているという報告がも

たらされた｡

ここに至って,政府はようやく事態の重大性を認識し,各行政村の村長や字長に対し,民衆

の説得に努めるよう指令したが,すでに集団ヒステリー状態に陥っていた村民の動揺を押える

ことはできなかった｡一方,こうした異常な精神的状況を背景として,超能力を体得したと自

称する白衣の行者が各地に現われ,さまざまな ｢奇蹟｣を行なって,民衆の注目を集めた｡こ

れらの行者たちは,おおよそが出家の経験者であって,いずれも ｢ナンモソ｣の呪法に長じて

いた｡ ｢ナンモソ｣とは,｢パリット(護呪)｣の詞唱と ｢サーイシソ (霊糸)｣によって,｢ナ
ンモソ｣と呼ばれる霊水を生成する呪法で,今日でもタイ全土で日常行なわれている擾災招福

儀礼であり,民衆仏教の重要な構成要素のひとつとなっている｡ ｢サ ンモソ｣に存在すると信

じられている神秘的な霊力は,第一に rパリット(護呪経典)｣ 自体に付与された霊性に由来

するものであるが,パリットを詞唱する僧の資格とも無関係ではない｡民衆は,修行によって

超能力を体得したいわゆる ｢プ- ･ウィセ- ト(phdwiset)｣の諭成した ｢ナンモン｣に特

別の霊験を認める｡ したがって,さまざまな ｢奇蹟｣を示して,超能力の存在を確信させるこ

とに成功したこれらの行者たちが,民衆の信じこんだ予言の言葉を引用しながら, ｢ナンモ

ソ｣によって,己の罪を浄め,呪いの日に備えよと説いたとき,これを聞いた無知な民衆が,

進んでその言葉にしたがったのは,むしろ自然の勢いであったといえよう｡ これらの白衣の行

者たちのある者の周囲には,やがてそのカリスマ的支配に服従する信徒集団が形成されて行っ

た ｡

東北タイの農民はこれらの行者たちを, ｢プ- ･ミ一 ･ブン｣と言い,その名の前に ｢オン

グ｣という尊称をつけて呼んだ｡ (例 :オング･マン) ｢プ一 ･ミ- ･ブソ｣(訳せば ｢功徳

ある人｣)とは,｢長期にわたる善業の蓄暦の結果として,卓越した境涯に到達し得た人｣を意

味し,文献上では, ｢ブッダ｣,｢アラ-ソ｣,｢転輪聖王｣などを形容する語として用いられて

いる｡18) のちにこれが ｢ピー ･ブソ｣という蔑称で呼ばれ,｢オング･マン｣が ｢アイ ･マン｣

と卑しめられるようになったのは, ｢プ一 ･ミ一 ･ブソ｣とその信奉者の行動が,明確に,皮

政府暴動に発展し,あるいはその危険をはらんだため,不法分子として取締 りの対象となって

から以後のことである｡19) そして,その原因のひとつをつくったのが ｢~ォソグ･マンの反乱｣

18)たとえば ｢トライブ-ム｣などにその用例を見ることができる｡〔cf.Traibhiim(1963:93)〕
19)チットによれば,｢ピ-･ブソ｣という語が最初に用いられたのは,1902年4月12日付のイーサソ総督
発ダムロン内相あての電文中であるという｡ 〔cf.Tej(1967:78)〕
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であった｡

オング ･マンの素姓は不明であるが,ラオス領出身のラーオ人らしく,サバンナケー ト付近

で活動していた行者といわれる｡ かれは,地上に住む人類を救済するため天界より来臨した

｢プ- ･ミ一 ･ブソ｣,｢チャオ ･プラサー トーング｣,｢パヤ- ･タンミカラ- ト｣であると自

称 した｡ ｢プ- ･ミ- ･ブソ｣については前述のとお りであるが,つぎの二つの語については

若干の説明を要しよう｡ ｢チャオ ･プラサ- トーング｣ は, アユタヤ王朝第 25代のタイ国王

phrachaoPrasatTh6ngであろう｡ただしこの国王名が,ラーオ人にとってどのように理解さ

れ,なにゆえ ｢救世主｣の名として引用されたかという事情は不明である｡ つぎの ｢パヤー ･

タンミカラー ト｣については,ふた通 りの解釈が成 り立つ｡ひとつはこれを実在の国王名と考

える解釈であって, その場合, 有力な候補は, 17世紀後半の57年間, ランサン王国の支配者

として内政 ･外交に治績大いにあが り, また文芸の黄金時代を築いたといわれる phraChao

Suryavongsa-Thammikaradであろう｡20)もうひとつの解釈は,これを普通名詞に解し,｢法

を奉ずる王｣(dhammikaraja)つまり ｢転輪聖王｣とする見方である｡ いずれも推定の域を出

ないが, ｢プラサー トーング｣と併記されている点から見て,固有名詞説の可能性が高いよう

に思われる｡

さて,オング ･マンは,ラオス領において ｢プ一 ･ミ一 ･ブソ｣として知られ,すでに多 く

の信奉者を得ていたが,さらにタイ国内に進出し,とくに,イサーソ州の州都であるウボンに

その勢力を扶植 しようとして,1901年,メコン河を渡ってタイ領に入った｡オング･マンは,

メコン河沿いの古邑ケマラー トと, ウボンの中間にある トラカーン･ブー トボン在住の医者ル

アン某 (のちにオング ･ファとし.て知 られるようになった)の協力を得て,約 200名の信者を

獲得することに成功した｡オング ･マンらは,ついで,ケマラー トに行き,ここで教勢の拡大

をはかったが,かれの不穏な言動を察知 したケマラー トの代官は,かれの活動を妨害 した｡怒

ったオング･マンは,まず副代官と郡長 (krommakan)を捕え, 二人をケマラ- トの郊外に

引き出して処刑し,さらに代官を人質とした｡オング･マンは,捕えたケマラー ト代官を厨に

乗せて行進の先頭にたてて,その実力を誇示 した｡サブ-ヤイ村では,火薬の代 りに砂をつめ

た銃を村民の面前で発射するなどの ｢-奇蹟｣を示し,住民に対 し,さかんに ｢ナンモン｣の呪

法を行なった｡この村では,約1,000人にも上る信者を新たに獲得している｡ ここでは,また,

その名声を慕って各地から集まって来た7人の行者たちが,オング ･マンの一党に加わった｡

オング･マンは, こうして形成された,1,000人を越える信徒集団を軍隊凧に組織し, 各隊の

指揮者に行者たちを配 した｡かれは,ここで,爆発銃などの武器や糧食の調達を命 じて,ウボ

ン-向か う体制をととのえた｡隊長の行者たちは,色とりどりの衣を僧侶風にまとい,頭には,

20)MahaSila(1964:75-77)
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呪文を刻した貝葉を巻きつけるという異様ないでたちであった｡ トゥ-ムは,その時の雰囲気

をつぎのように描写 している｡

｢隊長の行者たちは,オング･マンの身辺を交代で警護した｡ 『かがり火を絶やすな｡火縄

に火をともせ｡武器を手元にひきよせよ｡ もし,大悪魔が現われてわめいたならば,その首を

打ち落として,オング･マン様に捧げよ｡ 皆の者,ぬかるな｡』 この命令を聞くと,いっせい

に 『サ-,サー,サ- (然り,然り,然り)』という閏の声が上がった｡｣21)

一万,イサ-ソ州 総督サンバシット･プラソング親王は,オング･マンの一味が,サブ- ･

ヤイ村に集結して気勢を上げ,まさにウボンを窺おうとしているとの報告を受けると,まず少

数の巡遊警察隊 (あるいは現地徴発兵ともいう) を派遣して, 不穏分子を逮捕させようとし

た.逮捕に赴いた警察官たち-おそらくはイサーソ出身のラーオ人であろう-は,オング･マ

ンの姿を見るとその気迫に恐れをなし,隊長のモム･ラーチャオソグ･ラーイ大尉一人を後に

残し,全員逃亡してしまった｡この様子を見てオング･マン一党の士気はますます上がった｡

当時,イサーソ総督の配下には,バンコク兵200名と,現地徴発のラ-オ兵を合わせ,500名

足らずの兵力が置かれていた｡イサーソ総督サンバシット･プラソソグ親王は,ウボン駐在歩

兵連隊司令官ルアンダ･ソラキット･ピサ-ン少佐に対し,状況視察のため偵察隊の派遣を命

じた｡ソラキット少佐は完全武装の歩兵12名よりなる偵察隊を編成し, リー少尉を指揮官とし

てサブ一･セイ村方面に派遣した｡この時の状況については, トr)-ムが,事件に関係した父

よりの聞き書きをもとに記録した,偵察隊貞一兵卒ポムの証言なるものが残っている｡ それに

よれば, リ-少尉のひきいる偵察隊が,クル村に到達すると,圧倒的に優勢なオング･マンの

軍勢に遭遇したので,援軍を求紬 こカセーム村に引きかえす途中,オング･マン一派の待ち伏

せ攻撃に出合い, リー少尉は捕えられ,偵察隊員は,辛うじて逃げのびたポム一兵卒をのぞく

全員が戦死してしまったとい う ｡

イサーソ総督は,ここでようやく重火器の使用と,本格的な兵力の投入を決意する｡ サンバ

シット･プラソング親王は,ソラキット司令官に命じて2門の大砲を装備したバンコク出身の

下士官および兵卒 100名とウボン代官らのひきいる民兵とを合わせた討伐軍を編成せしめ,ル

アング･チットソーラカーン大尉を指揮官として,オング･マン一味の討伐を行なわせること

とした｡討伐戦の詳細についての叙述は省略するが,とにかく,4発の砲弾はオング ･マンの

ひきいる ｢千年王国軍｣を完全に沈黙させたのであった｡オング･マン一味は300名の戦死者

と,400名の捕虜を出した｡ しかし首魁のオング･マソ自身は,戦闘の混乱に乗じ,農民に変

装してメコン河を渡り,ラオス領 (当時仏領)に逃れたため,逮捕にはいたらなかった｡

イサーソ総督は,オング･マンの反乱の鎮圧に成功すると,各地方官に対し,それぞれの地

21)Toem(1970:566)
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方にひそむ ｢ピー･ブソ｣の一味および,オング･マン事件の荷担者を捕え,ただちにウボン

へ護送するよう指示した｡この事件に関連して逮捕された指導的ピ-･ブ ソの中には,セ-ラ

ブームをはじめ, イサーソ州の各地で活動していた5名の ｢オソグ｣ のほか, ヤソートソ郡

サムラン村の僧プラクルー･イソ,討伐隊の隊長の地位にありながら命に反して部下とともに

ビープソ側に寝返ったカセームシーマー郡サンミソ村村長のカムナン･スイなどが含まれてい

た｡僧をのぞくこれらの首謀者たちは,見せしめのため,それぞれの事件の関連地方-逮られ,

そこで処刑された｡僧については,還俗した場合には無期徴役刑にするという条件付で,僧形

のまま寺院に軟禁した｡以上が, ｢オング･マンの反乱｣の概要である｡1902年を中心として

東北タイの各地に発生した,いわゆる ｢プ一･ミ一･ブン (-ピー･ブソ)の反乱｣は,この

｢オング･マンの反乱｣だけにとどまらなかった｡同じくセ-ラブームに発生した ｢ピー･ブ

ソ｣を鎮圧するためには,ナコソラ-チャシ-マ総督に支援が要請され,ブリラム,コ-ラ-

トから620名,ヤソー トソにおいて徴発した現地兵520名,計1140名の兵力が投入されている｡

チットが各州総督からの報告に基づいて計算したところによれば,1902年7月末までに各地で

逮捕された ｢ピ-･ブソ｣の数は,イサ-ソ州で43名,ウドン州で54名であった｡このほかに,

少なくとも20名の ｢ピー ･ブソ｣の逮捕を確認する資料があるというから, ｢ピー ･ブソ｣の

総数は,1902年にあらわれただけでも,優に100名を超えたことになる｡22'貝葉の予言が,全

東北タイに及んでいた事実を考えれば,これらの ｢ピー･ブソ｣には,その運動の規模 ･態様

に若干の違いはあるにせよ,いずれにも,終末-の切迫感の強調,救済手段としての ｢ナンモ

ソ儀礼｣の執行,予言者的,あるいは, ｢オング･マン｣の例に見られるように, ｢メシア｣

を自称するカリスマ的指導者の存在,といった基本的パターンが共通に存在していたものと考

えてよいだろう｡

以上の記述から明らかなように, ｢オング･マンの反乱｣に代表される東北タイの ｢ピー･

ブソ｣は,前節で述べた千年王国運動の一般的特徴をかなりよく反映しているように思われる｡

｢金銀が砂磯となり,砂裸が金銀に変わる｣というモチーフは,既存の価値が全面的に否定さ

れ,まったく新しい秩序が誕生することに対する期待と願望の表明であろう｡ その秩序の変容

をもたらす者は ｢クーオ ･タンミカラート｣ である｡ オング･マンの場合には, かれ自身が

｢ターオ ･タンミカラー ト｣つまり ｢メシア｣であると称した｡他の群小の ｢ピー ･ブソ｣に

おいては, おそらく ｢メシア｣ を自称せず, たとえばセ-ラブームの例のように,もっぱら

｢ナンモソ｣の呪法の執行を媒介として,信徒集団を形成拡大していったものと思われる｡

ⅠⅠⅠ タイにおける千年王国運動の特徴

｢ピー ･ブソ｣は,1902年に多発したOしかし, ｢ピー ･ブソ｣の伝統は,イサーソ総督軍

22)Tej(1967:84)
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の放った4発の砲弾によって絶えたのではなかった｡たとえば, ｢オング･マンの反乱｣が鋲

圧されて22年を経た1924年,ルーイ県ワング･サブソグ郡 ･ノングダソ村 ノング･バ ッケオに

おいて,小規模ながら ｢ピ-･ブソ｣の反乱が起こっている｡ チャイヤプーム県出身のブソマ

一 ･チャトラットなる者が,さまざまな ｢奇蹟｣を行なって農民の信仰を集め,近く鬼がこの

世に現われて人を食うという予言を行なったのが事件の発端となった｡プソマーほ,自ら,人

類救済のため天より降臨したと称し,鬼難を避ける手段として,しきりにナンモソの儀礼を行

ない,また護符 ･呪衣などを頒布したりした｡信徒は遠 くロイニット,マ--サラカムからも

集まって来たと言われ,その数は1,000名を超えるほどであった｡ブソマーは,ワング･サブ

ング郡の郡長の地位を得ようと,当時まだ十分に整備されていなかった地方警察の弱体に乗じ

て,一味23名とともに郡役所を襲撃したが,やがて鎮圧された｡28)最近の例では,1959年に,

ナコソラーチャシーマ県チョークチャイ郡で,やはり ｢ピー ･プソ｣の反乱が発生している｡

首謀者の ｢ピー ･ブソJは,ウボン出身のチャン･シラーなる人物で,チュラロンコソ大帝の

生れ代 りを自称 L,100名を超える部下をひきいて, チョ-クチャイ郡バ-ソ･マイ ･タイチ

ャル-ソ村のバ-ソ･コングタムレ-に拠って,自治を主張した｡警察側との衝突では,双方

に数名の死者を出している.34)このほかにも, ｢反乱｣にまでいたらない ｢ピ-･ブソ｣は,

おそらく無数に存在していたものと思われる｡ 現在においてさえ, ｢ピー ･ブソ｣の記憶が人

々の脳裡を去っていない証拠として,1966年,東北タイを旅行したアメリカのジャーナリス ト

の報告をあげることができよう｡ これによると東北タイの-寒村,小寺の住職であるルソグ･

ポー･ジ-という僧侶が空の鉄鉢に,呪文を唱えて米を満たしたり,木の枝にかけた投網に,

純金の魚がかかったなどという ｢奇蹟｣を演じたところ,村人はただちにこれを｢ピー ･ブソ｣

としてとらえたという｡25)

さて,これらの ｢ピ- ･ブン｣は,いずれも東北タイ地方において発生しているのが特徴的

である.26)す くなくとも,これまでに報告された事例だけから判断するかぎり,｢ピ- ･ブソ｣

とは,東北タイに特有な,したがってすぐれてラーオ的な現象と言わざるを得ない｡われわれ

は前に,千年王国諭が,抑圧された者の宗教であり,民衆の心に密墳した不満がはけ口を求め

て千年王国運動-と発展すると述べた｡東北タイに ｢ピー ･ブソ｣の多発した背景には,やは

23)Toem(1970:579-587)
24)ThaiNoi(1964:546-549)
25)Lomax(1967:65-76)この事件については『朝日アジア･レビュ-』(1972.12)pp.72-74に紹介したO
26)もし｢御親筆本王朝年代記｣に見える｢チャオプラ･ファーソグ｣の ｢仏教王国｣を,｢ピ-･ブン｣
あるいは同種の ｢千年王国運動｣と考えるならば,東北と北タイの双方に存在する束･西南ラーオに
共通の現象であるかも知れない｡これは,1767年,アユタヤ王朝の滅亡によって,タイの統一が破れ,
全国各地に群雄が割拠したとき, ピサヌp-ク以北を支配した地方政権であって,北タイ出身で,サ

ワンカブl)-の大僧正ルアン(Ruan)が,僧形のまま王を称した特異な支配形態の地方政権である｡
ルアンの ｢王国｣幹部は,すべて僧侶であったという｡ この ｢王国｣は, 3年後, プラヤー･ターク
シソによって滅ぼされたo〔C.f.ChabapPhraratchahdithalekha(1962:360ff.)〕
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りそのような民衆の不満が存在していたにちがいない｡そして ｢ピー･ブソ｣という発現形態

は,東北タイにおける宗教的伝統と深くかかわり令っているものと思われる｡ 本節では,まず

｢ピー･ブソ｣の発生の社会経済的基盤を検討し,つづいて,その宗教運動に形態をあたえた

宗教的基盤を論じよう｡

(a) 社会経済的基盤

1893年10月3日に締結された遅仏条約によって,タイは,メコン河左岸の領土権をすべて放

棄し,右岸地方つまりタイ領内についても,河岸から25キロメートル以内に軍事施設を設けな

いことが義務づけられた｡27)いわゆる｢25キロ地帯｣は,実質的にフランスの支配下におかれ,

フランス人は,タイ側官憲によるなんらの撃肘を蒙ることなしに,自由に物資を搬入すること

が可能であった｡逆に当該地区-は,現地出身者つまりラーオ人の役人以外のタイ国官吏の立入

りが制限された｡フランス人官吏は,また,タイ領内のラ-オ人に対し,ルアング･プラバン王

の名において租税を賦課し, タイ側役人を逮捕して, ルアング･プラバンに送ったりした｡28)

このように,メコン河沿岸地方においては,タイ政府の威信がはなはだしく低下してしまって

いた ｡

一方,当時のタイ政府は,主権の独立を守り,領土の保全をまっとうするため,中央の威令

が辺境にまで及ぶ統治体制の確立を急務と考えた｡そのため,チュラロンコソ王は,かれがも

っとも信頼した王弟ダムロン親王を内相に配して,地方行政制度の整備に力を注いだ｡これま

で,世襲的な地方土侯の大幅な自治にゆだねられていた辺境地方も, ｢モソトン･テ-サ-ど

バーン (州)｣ として徐々に再編され, 中央から派遣された総督らの統治下におかれた｡ (た

とえば,イサーソ州総督には,国王の異母弟サンバシット･プラソング親王が総督として派遣

された｡)1899年には, 属領時代の名残りである貢納制が廃止され, 代わって,近代的税制導

入の先駆的試行として,壮丁 1人につき-率年額4バーツの ｢課役代｣が徴収されることにな

った｡また州名からラーオの文字がおとされて,異民族意識の払拭がはかられた｡29) 1902年い

とう年は,こうしたラーオ人居住地域の,タイ国家-の統合が,ラーオ人の反発をひきおこす

ある段階に到達した時点にあたったと言うことができよう｡

それまでラーオ人の居住地域であり,中央政府からは,名目上の支配しか受けていなかった

東北タイが,このように,タイの中央集権的統治組織の一環に組み込まれたことは,各方面に

大きな影響を与えずにはおかなかった｡たとえば,各地方に在住する土着の下級役人層の権益

は, これによって大きな打撃をうけた｡ かれ らは, ｢課役代｣ の導入までは, 各種の手数料

辛,租税徴収の報償金などの収入のほか,農民の労働力を私的に使用出来るなど,かなりの特

27)Duke(1962:178-179)
28)Manich(1967:302)
29)Tej(1968:261ff.)
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権を享受していた｡ところが,課役代が導入され,農民を ｢私篠｣に徴発することが禁止され

たばかりか,地方官の取り分は,総額で4バーツ中16パ-セソト弱に相当する0.625バーツに

押えられてしまった｡しかも rナイ･モワット｣｢ナイ ･コング｣などと呼ばれる最下層の役

人たちは,一件につき,一人3.125サタソ (-0.03125バーツ)を超えない額と定められた｡こ

れは明らかな収入減であった｡こうした,中央政府による既得権益の侵害は,タイ政府の役人

としての威信の低下と相乗して,かれら下級役人層の不満をつのらせた｡30)イサン総督の報告

には, rクソムン,パソ,タナイ (下級役人の官名)の中で,伝統的手段によって生計を維持

していた者は,既得収益を失い,ピー･ブソとなった｣と述べられているように, ｢ピー･ブ

ソ｣は,まず地方の下級役人層の不満を代表していたといえよう｡31)

イサーソ州サンガの管長の地位にあったプラ･ヤソラッキット長老は,1902年の｢ピー･ブン｣

の反乱の原因を,農民の貧困に求めている｡32)水利に恵まれず,気候条件によって作柄が大幅

に左右される東北タイの水田では,しばしば収穫がゼロに近い状況が発生するが,その場合で

も,近隣に労働市場が存在せず,現金収入の道はきわめて限定されていた｡こうした不安定な

農業を生業とする東北の農民の生活は,恒常的な貧窮の中に押しとどめられて来たのである｡

しかも地方役人による圧迫は,ただでさえ貧困にあえぐ農民の生活の苦しみを倍加させた｡と

くに中央集権化が進み,辺境にも複雑な行政組織が導入されると,地方役人の中には,行政手

続についての農民の無知につけこんで,私利をむさぼる者が現われた｡たとえば,家畜取引に

登録証明を要するよう制度の改正が行なわれると,その制度は悪用されて家畜の円滑な取引を

妨げ,農民は無用の出費を強いられる結果を生んだ｡1903年の初め,東北タイでは,例年に見

られぬほどの家畜泥棒が各地に発生したこともまた農民の負担を増加させた｡33)これらの原因

が相乗的に作用して,農民を rピー･ブン｣の煽動に乗りやすい心理状態に追いこんでいた0

最後に,東北タイの住民が,バンコクに対して抱 く被害者意識,差別感について付言しておき

たい｡東北タイ地方は,もともと人口稀薄であったが,1826年のいわゆるウイエソチャン反乱

の戦後処理の一環として,ウイエソチャン王国の人口削減政策が採用され,多数のラーオ人が,

メコン河右岸地方-強制移住させられ,これが原因となって東北タイにラ-オ人の人口が急増

したと言われている.34)こうした歴史的事情によって,一般に東北タイのラ-オ系住民には,

被征服民ないし隷属民としての劣等意識,被害者意識,差別感が今日もなお残存している｡ ま

た,かれらには,バソコクを中心として展開するタイの政治過程から疎外されているという意

識が抜け切れない｡これらもまた,貧困とならんで,東北タイに r千年王国運動｣が発生しや

30)Tej(1967:80-81)
31)Tej(1967:79)
32)Tej(1967:81)
33)loo.cii.

34)MahaSila(1964:135)
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すい素地を生んでいる｡

(b) 仏教的基盤

パーリ語大蔵経には,ユダヤ-キリスト教の ｢メシア｣に相当する ｢救世主｣の思想はほと

んど現われていないが,長部経典 (DighaNik畠ya)中の ｢転輪聖典師子qL経｣(Cakkavatti-

Sihanえda-Suttanta)は,その数少ない例外として,しばしば引用される｡55) この経典には,

｢ミロク仏｣(Metteyya)と呼ばれる未来仏と, ｢転輪聖王｣(Cakkavatti)と呼ばれる理想

王の双方が取り上げられており, 上座部仏教と千年王国論の接点に位する canonとして,注

目されなければならない｡ ｢転輪聖王師子軌経｣によれば,人間の寿命が八万才になった時,

七つの宝を具足した転輪法王が,人民の保護者として世にあらわれ, ｢刀杖を用いず正浩を以

って｣あまねく四天下を統御する｡ また, ミロクと呼ばれる ｢応供,等正覚.‥ …‥仏,世尊なる

如来｣が出現して, ｢初めもよく中も善く後も葺き法を説き,文義具足せる一切円満にして清

浄なる先行を説く｣という｡36) ビルマにおける千年王国諭を論じた MelfordSpIROも,この

Cakkavatti-Sihan豆da-Suttantaを,その典拠として挙げている｡37)

上座部仏教における ｢メシア｣思想は,蔵外文献の中で,より詳細に論じられている｡ たと

えば 『未来史』(An畠gata-varhsa)がそれであるが,ここでは, ゴークマ･ブッダがこの世を

去った後,正法が五つの段階を経て漸次消滅して行き,最後に, ミロク仏が出現して人々を救

うと説いている｡ そしてその最後の時に,究極的な救いにあずかる者の資格が詳細かつ具体的

に論じられている｡38)
●●●●●●●

しかしながら,タイ仏教の場合,これらの蔵経あるいは蔵外文献が,そのままの形で広く知

られたということは,この国における不振な教学の状況から推量するに,可能性がきわめて低

いといわなければならない｡1830年代の後半,クマユット派が成立し,復古的仏教改革の原動

力として,パーリ語聖典の重要性が叫ばれるまで,タイ仏教を支えていた ｢聖典｣は,14世紀

のスコ-タイ王 リタイ王の著作といわれる ｢三界経｣(Traiphdm あるいは Tebhdmikatha)

などの通俗仏教書であった｡タマニット改革ののちにおいても,パーリ聖典が,読話用ではな

く,内容の理解を目的として研究されたのは,大都市のごく一部の寺院にすぎず,大部分の地

方小寺院においてほ,パーリ語聖典はほとんど読まれなかったと言ってさしつかえないであろ

う｡ たとえば,1887年,東南部タイ御巡幸の途中,たまたま地方寺院を訪問し,講話を聞く機

会を得たチュラロンコソ王は,僧の講話の内容が愚劣であるとして,深い憂慮の念を表明して

いるO39)それゆえ,東北タイの僻村の農民の間に, ｢未来仏｣ないし ｢転輪聖王｣についての

35)Malalasekera(1958:161)
36) 『南伝大蔵経』第8巻長都経典 (1970:92-93)

37)Spiro(1970:171)
38)Warren(1953:48ト486)
39)Wachirayan(1971:54-56)
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●●●●●
知識が流布されていたとすれば,それはパ-1)聖典や蔵外経典以外の,別のなにかの中に求め

なければならないだろう｡

タイ国各地の寺院の本堂には,たいてい壁画が措かれているが,そのモチーフは,前に触れ

たリタイ王の ｢三界経｣であることが多い｡タイの農民は,壁画という視覚的表現を通して,

｢三界経｣の内容にかなり古くから親しんでいたと考えられる｡ ｢三界経｣の ｢三界｣とは,

｢欲界｣,(k云maphdmi), ｢色界｣(rapaphami), ｢無色界｣(arnpaphdmi)の三種煩の生存

の状態を指す｡生命あるもののさまざまな生存の状態を,詳細かつ具体的に描写することによ

って, 厭わしい状態に陥るのをさけ, 好ましい境涯に生まれるために, 人は何を為すべきか

を,民衆に理解しやすい形で提示した通俗仏教書, これが ｢三界経｣である｡ 内容的には,

｢欲界｣についての記述がもっとも多く,中でも ｢人間界｣のそれが,全巻の5分の2を占め

ているというのも,本書の実践的性格を示しているといえよう｡40)その巻頭と巻末に,典拠と

した文献三十数点が列挙されているが,その中には 『未来史』など,終末論をとりあつかった

文献が含まれている点に注目したい.41)とくに, ｢人間界｣(manutsaphdmi)の一節におい

て,七宝を具足した転輪聖王が,この世に現われ,正法にしたがって全世界を統治し,人々は

合掌して王の支配を讃仰すると述べ,しかも ｢転輪聖王｣を, ｢ブッダ｣や ｢ボサツ｣と並ん

で, ｢プ一･ミ一･ブソ｣のひとつに数えているのは,東北タイの千年王国諭との関係で興味

をひかれる｡42)おそらく, 『三界経』は,未来に出現する理想王の理念の普及化に,重要な役

割を果たしたと考えなければならないであろう｡ この理想王が, タイ語 あるいはラオ語で,

thammarえchaあるいはthammikarat(それぞれ,パー1)語dhammar豆jaおよびdhammikaraja

の靴音)と呼ばれ,国王の名の一部としても用いられている点も,あわせて指摘しておきたい｡

この 『三界経』とならんで,タイの民衆に親しまれて来た通俗仏教文学に, 『プラ･マーラ

イ』(PhraMalai)がある｡ これは,タイのみならずひろく東南アジア各地に分布している作

品で,その原型はセイロンで書かれた Meiteyasuttaであるといわれる048)ラオスでは,Tan

-na-nproMeitai,PanProSiA-nなどと呼ばれている.44) 現存するタイ語の 『プラ･マ

-ライ』は,アユタヤ朝後期の詩人,チャオファ･タンマティべ- (チャオファ･クソグとも

言う)の作品と言われ,未来仏 SriAriyaMetteyya(俗に SiAn と言う)をひとつのテー

マとして書かれた長篇詩である｡ その大筋は,セイロンの僧プラ･マーライが,修行の末,超

自然的能力を会得し,飛和して天界と地獄とを経めぐり,ついに未来仏である｢シー･アーソ｣

40) 『三界経』の解題としてほ,Coedas(1957)が便利であるOより詳細な解説には,Anuman(1966)
がある｡なおテキストには,クルサパー版を用いた｡
41)Coed色S(1967:350-351)

42)Traibhdm(1963:93-94)
43)Dhaninivat(1948)および Denis(1965)によって 『プラ･マ-ライ』の大略を知ることができる.
なおテキストは ChaofaThammathibet(1966)を用いた｡

44)Finot(1917:64-65)
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にめぐり会 うという話である｡ ここには,未来において,この世に ｢シ-･7-ソ｣なる ｢メ

シア｣が来臨して人々を救済するという思想が明確に述べられている｡

ところで, 『プラ･マーライ』は,どのような形で民衆に受容されたのだろうか｡アヌマン

･ラーチャトンによれば, 『プラ･マーライ』の読唱は, もと婚姻儀礼の重要な一部であった

という｡45)すなわち,タイの伝統的慣習によれば,新郎は,結婚式の夜直ちに新婦と同床する

ことが許されず,吉日到来するまで,3日, 5日,7日あるいはそれ以上の期間,独 り空間を

守らなければならなかった｡この慣習は,タイ語で ｢ノーソ･ファオ ･ホー｣(n6nfaoh6)

と呼ばれる｡ この期間中,新郎 ･新婦双方の両親は,毎夜,学識ある俗人をそれぞれ二人ずつ

招き,閏の外で 『プラ･マーライ』を読唱して新郎に聞かせるのが古くからの慣習であった｡

『プラ･マ-ライ』の内容は,天国 ･地獄巡りに仮託した仏教道徳説であり,これを新郎に聞

かせることは,結婚後の生活-の戒めを与えることを意味したのである｡ 『三界経』が,壁画

という視覚を媒介としての遺徳教育があれば, 『プラ･マ-ライ』は,詩の朗唱という聴覚に

訴える民衆教化の方便であったといえよう｡ なお,この習慣は,次第に失われ,現在では婚姻

儀礼ではなく,葬儀の際,死者に対する ｢引導｣として, 『プラ･マ-ライ』の朗唱が一部の

地方で行なわれている｡ 以上の考察から,つぎのような結論が導かれるであろう｡ すなわち,

(1)東北タイの ｢ピ- ･ブソ｣は,『三界経』ないし 『プラ･マ-ライ』などの通俗仏教文学書
の視覚的 ･聴覚的表現を通して,人口に腺炎していた ｢未来仏｣と, ｢転輪聖王｣というふた

つの観念の合体によって成立した思想を背景として発生した｡ (2)｢メシア｣は, 具体的には

｢タンミカラー ト｣と呼ばれたが,この語は, ｢正法に従って統治する王｣を意味し, ｢転輸

聖王｣の修飾語として用いられる｡ ｢オング･マン｣ の例をとるならば, ｢パヤ- ･タンミカ

ラー ト｣は,この意味にもとれるが,同時に具体的なラオス国王の名とも考えられる｡ おそら

くは,この両者が重なり合ったものと見られよう｡46)

お わ り に

｢千年王国運動｣は,ユダヤ-キリス ト教の伝統の及んだ地方にとどまらず,仏教の優勢な

国々においても発生している｡ タイ国もまた,その例外ではない｡今日までタイの ｢千年王国

運動｣(｢ピー･ブン｣ないし rプ一･ミ一･ブソ｣)は,東北タイにのみ発生している｡ その

理由は,この地方の住民がラオ族であり,かつての被征服民の後商として,タイ国の支配民族

であるタイ族 (シャム教)に対し,被差別感,被抑圧感,疎外感をもっているという心理的事

情に加えて,東北タイ地方の住民が,水利に恵まれず,天候に左右されたはなはだ不安定な農

45)Anuman(1964:251-257)

46)救済あずかる資格としての ｢ナンモソ｣儀礼の意義については,文献上の証拠を見出せなかったが,
｢ナンモン｣が,すでに民衆仏教の中に捷災儀礼として定着している事実一佐 木々 (1949)参照一と,
phGwisetという観念が結合したものと考えられようO
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業を生業としてお り,恒常的貧困に苦 しめられているという経済的事情による｡1902年には,

｢ピー ･プソ｣の異常な大量発生を見たが,これは,タイの近代化の進展とともに,行政の中

央集権化がすすみ,ラ-オ族がタイ社会の*へと強制的に統合されて行 く過程において,新旧

勢力の利害が衝突し土着支配層が反発 したという新 しい要素が加わっていたためと見られる｡

一般に仏教は,タイ社会の統合に正の役割を果たすと考えられている｡ 山地民教化のための

サンガの利用 (｢タンマチャ-1)ックJ 運動), 東北タイ等の地方開発に対するサンガの協力

(rタンマノミタナ｣, rタンマ トゥ- ト｣運動など)などほ,かかる認識に基づいている｡ しか

しながら,東北タイの ｢ピー ･ブソ｣の内容を検討してみると,その構成要素は,いずれも仏

教的枠組の中にあり, ｢千年王国運動｣の参加者たちは,すべて仏教的文脈において行動 して

いることに気づ く｡ 起原的にはバラモン教であるが,現在では,民衆仏教の不可分の構成要素

となっている ｢ナンモソ｣儀礼が, ｢ミロク仏｣(タイ語では ｢シー ･アーソ｣)あるいは ｢転

輪聖王｣信仰と結合して,特殊タイ的な ｢千年王国諭｣が成立 しうることが rピ- ･ブソ｣に

よって実証されたことは,仏教の中にもまた,タイの社会統合の分解要因が内包されているも

のとして注目されよう｡
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(補注)京都大学東南アジア研究セソタ-の久馬-剛教授の示唆によれば,強い風化作用をうけた熱帯土壌

およびラテライ ト中には ｢コソクリ-ショソ｣あるいは ｢ビゾリス｣(pisolith)とよばれる黒褐色をした

大型展弾 (buck-shot)状の鉄質形成物がみられることが多いという｡ここの ｢ラテライト中の砂疎｣ と
は,これを指すものと考えられる｡
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